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待 陵 通 信 第７号 平成 23 年９月７日

（敬称略）

①訃報 平成 23 年８月８日以降に判明した方々 謹んでご冥福をお祈り致します。

12 理乙 藤田 栄一 平成 22 年７月 24 日 京都市伏見区

13 理甲 川原 隆 平成 23 年５月 26 日 鎌倉市

19 理甲 4 中川 明 平成 23 年８月 12 日 宝塚市

20 理１ 肥田 敏雄 平成 23 年８月 ６日 川西市

20 理１ 森脇 健 平成 22 年 12 月 26 日 吹田市

21 理１ 冨田 文朗 平成 23 年８月 18 日 箕面市

②住居変更

10 文乙 高山 栄一 〒 244-0806

横浜市戸塚区上信濃 16-8 シニアホテル東戸塚 イーストウイング 730 号室

（連絡先）〒 245-0002 横浜市泉区緑園 3-19-6 矢野みどり（次女）TEL045-812-6642

③午餐会 休会

④寮歌祭

＊第 25 回洛陽寮歌祭 於 京都センチュリーホテル 23 年８月 21 日（日）

19 理甲１津田・20 文甲吉川義俊夫妻が出席

＊第 23 回平城寮歌祭 参加者募集中！ 23 年 9 月 17 日（土）12 時～ 16 時

於 県立新公会堂 20 理１土橋（0742-45-6047）21 文乙村田（0742-44-0038）まで

⑤支部だより

＊京都待兼会（前号に掲載の際出席者が１名脱落していたため再掲載します）

23年7月1日（金）正午より

於 リーガロイヤルホテル京都 薔薇の間

出席者 12 理甲三宅敏夫 ・17 理甲１北畠国秋・17 理甲２西岡邦夫・18 理甲３

柚口貞夫・19 理甲１寿栄松憲昭・20 文甲２香西茂・21 理２栁秀夫

（奈良）20 理１土橋幸雄・21 文乙村田正孝・（四日市）21 文甲２渡辺祐吉

以上 10 名

スピーチ 栁秀夫「ブロードウエイの行進」（幕末の訪米団の裏話）

＊阪神浪高会 総会 23 年 5 月 10 日（火）12 時～ 14 時

於 芦屋竹園ホテル ３階飛鳥の間

出席者 12 文甲大曲直介・14 文乙奥野巌・17 文２螺良英郎・19 文甲２米原宣夫・

19 理甲１森禮次郎（初参加）・19 理甲３廣瀬恪二・19 理甲３三浦昭二郎・

19 理甲３山村治吉・20 文甲宮崎俊弥・21 文甲２露口佳彦・21 理２島隆夫・

21 理２丹波元吉・21 理３濱名茂治・22 文甲２大角晴康・22 理１相田茂・

22 理１菅江謹一 以上 16 名

＊関東浪高会

執行部新体制（23 年 9 月 9 日以降）

顧 問 蜂谷建一（13 理甲)・岸保芳郎（15 理乙)・藤田宏（19 理甲 4）

代表世話人 徳久俊彦（21 文甲１）・田中昂（21 文甲２）・渡邉榮衡（21 文乙）

世話人 高間宏治（19 文甲２）・坂本亮二（20 文乙）・

〃 亀田一彦（22 文乙）・山中俊夫(22 理３）

監 事 武田聰光（19 理甲２）
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⑥同期同級交歓

寄稿なし

⑦運動部・同好会だより

＊待兼山俳句会（第 497 回）吟行 23 年 7 月 31 日（日）宝山寺、生駒山遊園地

句会場 生駒市コミュニティセンター

出席者 片岡京子・鈴木輝子・同敏夫・瀬戸幹三・鶴岡言成・寺岡翠・東中乱・森茉衣

・山戸暁子 以上９名

投句者 林直入 合計 10 名

林 直入特選 結界を越え石段を夏の蝶 京子

涼しさを供ふ水掛地蔵尊 言成

人里を眼下にしたる汗拭ふ 言成

苔まとふ地蔵の裾にかたつむり 言成

＊待兼山俳句会（第 498 回) 23 年８月８日（月）於 大阪倶楽部 会議室

出席者 林直入・長山あや・片岡京子・鈴木輝子・同敏夫・瀬戸幹三・鶴岡言成・

寺岡翠・西村浩風・根来真知子・東中乱・平井瑛三・三宅洛艸・森茉衣・

山戸暁子 以上 15 名

投句者 有馬健馬・井上浩一郎・川崎香月・斉藤義雄・田中嵐耕・中村和江・

東野太美子 以上７名 計 22 名

兼 題 トマト・原爆忌（直入） 迎火・病葉（あや）

卓上に芭蕉葉

林 直入特選 まつ白な一本の道原爆忌 幹三

故郷に食む本当のトマトかな 暁子

病葉に混じりて青き葉の落ちぬ 幹三

ピカドンつて何と問はるる原爆忌 浩風

蛇口上向けて水呑む原爆忌 浩風

トマト赤しかつて健康優良児 真知子

一皿のなにかさみしいときトマト あや

長山あや特選 芭蕉葉の風と睦みつ争ひつ 真知子

急逝に迎火点す我一人 健馬

迎火に津波の松を焚きし浜 敏夫

背の高き父の屈みて門火焚く 幹三

原爆忌あの日も空は青かった 翠


